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令和７年度採用 

 橋本市民病院初期臨床研修医募集要項 

 

【初期臨床研修医】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【採用試験に関する問い合わせ先・申込先】 

橋本市民病院 事務局 総務課 

〒６４８－０００５ 和歌山県橋本市小峰台二丁目８番地の１ 

電 話  ０７３６－３７－１２００（代表） 

FAX    ０７３６－３７－１８８０ 

メール  shomu@city.hashimoto.lg.jp 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.hashimoto-hsp.jp 

 

※詳細については、お問い合わせ下さい。 

 

https://www.hashimoto-hsp.jp/
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１．プログラム名 

 橋本市民病院医師臨床研修プログラム 

 

２．募集の職種及び募集定員数 

職種 定員 

初期臨床研修医 ４名 

  

 

３．応募資格 

 厚生労働省マッチングシステムに参加、順位登録をする者。 

 第１１９回医師国家試験を受験予定の方。 

  

 

４．選考試験方法・試験日・場所 

試験方法 面接試験（個別面接） 

試験日 
令和６年８月１日（木）～８月３０日（金）までの期間で、応

募者と調整して通知します。 

場 所 橋本市民病院 会議室 

 

 

５．応募時の提出書類・受付期間 

初期臨床研修医 

（１）履歴書（写真貼付）         １通 

（２）大学の卒業（見込）証明書      １通 

（３）成績証明書             １通 

受付期間 
令和６年８月１６日（金）まで 

郵送による受付は、消印有効とします。 
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６．給与・待遇等 

身分・職種 橋本市民病院会計年度任用職員（地方公営企業職員） 

初期臨床研修医 

（１年次）439,400円（月収/税込） 

（２年次）445,300円（月収/税込） 

◇ 給与等は、橋本市民病院会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例

の規定によります。 

◇ 別途諸手当として、通勤手当、宿日直手当、時間外勤務手当、期末・勤勉手

当（年4.5月分）等が支給されます。 

◇ 採用前に給与改定があった場合は、その定めるところによります。 

◇ 待遇面等の詳細についてはお問い合わせ下さい。 

宿舎・官舎 
敷地内医師官舎、または病院周辺の賃貸物件を 

で準備します。自己負担です。（住宅手当支給あり） 

医師賠償責任保険 在職中は病院負担で加入します。 

社会保険等 共済保険、共済年金、労災保険、雇用保険等 

出張費・学会補助 年間２０万円（旅費・宿泊費） 

休日・有給 

休日・・・土曜日、日曜日、祝日 

年末年始（12/29～1/3） 

夏期休暇・・・３日（７～９月） 

年次休暇・・・（１年次）年間１０日間 

（２年次）年間１１日間 

福利厚生 

・橋本市民病院職員互助会に加入し、レクリエーショ

ン、各種割引等、各種福利厚生事業が利用できます。 

・和歌山県市町村職員共済組合の各種福利厚生事業が

利用できます。（宿泊助成、人間ドック等助成、貸

付事業等） 

院内託児所 

・院内託児所「ひまわり園」を運営 

・全員保育士スタッフによる年齢別の保育体制 

・開園日は、平日、第１、第３土曜日の日勤帯 

５の倍数日は夜間も開園 
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ようこそ橋本市民病院へ！ 

～２０２５年度橋本市民病院臨床研修プログラム～ 

 

病院としての初期研修目標 

  

 研修の目的＝２年後どうなって欲しいか？ 

 ➤ 内科、外科、小児科である程度自立して当直が出来るようになる 
   ◇ よくある兆候・疾患に対応できる 

   ◇ 危険な兆候・疾患を適切にコンサルトできる 

   ◇ 緊急を要する基本手技は行える 

 

そのためには！ 

救急当直・継続的な勉強会 

 

➤ ３年目に希望する病院で後期研修を行って欲しい 
   ◇ 専門科の研修も希望どおり行って欲しい 

 

そのためには！ 

オーダーメイドなローテーション 

 

橋本市民病院概要（R5.4.1現在） 

  

  ➤ 診療科  

・総合内科 ・消化器内科  ・代謝内科 ・循環器内科  ・呼吸器内科  

・腫瘍内科 ・小児科    ・外科   ・整形外科   ・脳神経外科 

・産婦人科 ・泌尿器科   ・皮膚科  ・耳鼻咽喉科  ・心臓血管外科 

・放射線科 ・麻酔科    ・眼科   ・病理診断科  ・乳腺外科 

・呼吸器外科・救急科  ・健診センター ・歯科口腔外科  
 

【令和5年度実績】 

救急指定 病床数 医師数 指導医数 

2次救急 300床（内HCU6床） 65人 35人 

入院患者数 外来患者数 救急受診者数 救急車数 

205.9人/日 538.9人/日 7,137件/年 2,630件/年 

平均在院日数 手術件数 分娩数 初期研修医数 

13.6日 2,405件 175件 
R5年度・8名 

R6年度・6名 
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橋本市民病院の場所 
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医療人口 

 

 
 

プログラムの特徴 

 研修方式はスーパーローテート方式とし、１年次はオリエンテーションに引き続き、

総合内科・外科・小児科・産婦人科・救急医療で基礎を身につけてから選択必修科目を

ローテートする。 

 ２年次も総合内科からスタートし、全診療科の中から希望する診療科を選択する。地

域の拠点病院として、あらゆる患者に対応できる臨床医としてプライマリ・ケアの取得

を基本としており、救急患者の受け入れは、内科系・外科系・小児科など多数で初期救

急対応を十分に学べる体制にある。 

 総合医局の特徴を生かした各診療科の連携体制で研修医をバックアップする。研修医

一人ひとりにメンターと呼ばれる上級医がつき、研修医の状況に応じたきめ細かい指導

や専門医取得に有用な研修方法等について助言等が受けられる。 

 また、和歌山県は県下の基幹型臨床研修病院による和歌山研修ネットワーク「和歌山

版臨床研修プログラムシステム」を構築しており、各臨床研修病院（大学病院を含む）

が相互に協力病院となることで、病院や診療科の選択肢を広げた研修が可能にしている。 

 

ローテート 

             

  4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

１年次 総合内科 外科 小児 
産婦

人科 
救急 内科 選択 

２年次 総合内科 
一般 

外来 

地域

医療 
精神 選択（救急含む） 

※１・２年次とも４・５月は総合内科からスタート 

※救急科研修は、1年次の8月～11月に1ヶ月間、2年次に院内で1ヶ月間、残りは自由とする 

※地域医療・精神は２年次の選択期間で必須 

※和歌山研修ネットワークは選択期間で利用可能。年次毎で最大6ヶ月間利用可能 

※但し、2年次の3月は臨床研修の修了確認及び認定のため院内での研修を必須 

※橋本市民病院での研修は１２ヶ月必須 
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日当直は月３回以上 

  
 

研修施設群 

➤ 臨床研修指定病院（協力型） 

◇ 医療法人郷の会 紀の郷病院（精神科）【和歌山県九度山町】 

【和歌山研修ネットワーク】 

◇ 和歌山県立医科大学附属病院 

◇ 日本赤十字社和歌山医療センター 

◇ 和歌山労災病院 ◇ 和歌山生協病院 ◇ ひだか病院 ◇ 紀南病院 

   ◇ 独立行政法人国立病院機構 南和歌山医療センター 

   ◇ 新宮市立医療センター 

    
 

➤ 臨床研修協力病院（協力施設） 
   ◇ 医療法人宮本会 紀の川病院（精神科）【和歌山県岩出市】 

   ◇ 高野町立高野山総合診療所（地域医療）【和歌山県高野町】 

   ◇ 名瀬徳洲会病院（地域医療・離島医療）【鹿児島県奄美大島】 

◇ 瀬戸内徳洲会病院（地域医療・離島医療）【鹿児島県奄美大島】 

   ◇ 沖縄県立宮古病院（地域医療・離島医療）【沖縄県宮古島】 

   ◇ 国吉・長谷毛原診療所（地域医療）【和歌山県紀美野町】 

   ◇ おく内科・在宅クリニック（地域医療）【大阪府大阪市旭区】 
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院内勉強会 

 

フィジカルレクチャー（身体診察実践） 毎週水曜日8:00～8:30 

WEDGE（Wakayama EDucatinal 

alliance for Generalist） 
毎月第４水曜日 19:00～20:00（任意参加） 

橋本市民病院臨床研修モーニングセミナー 隔週火曜日8:00～8:30 

レジデントデイ 毎月第3金曜日15:00～17:00 

ハシモトカンファレンス 橋本市診断症例検討会  毎月1回第３火曜日18:00～19:00 

橋本市民病院ジェネラリスト勉強会 

（H28年度） 

おおよそ2ヶ月1回（不定期） 

平成28年6月24日 

静岡県立静岡がんセンター 

感染症内科 レジデント 伊東 直哉 先生 

「爪の異常からみる全身疾患」 

平成28年8月12日 

和歌山県立医科大学 

血液内科 准教授 田村 志宣 先生 

「総合診療における血液診療～骨髄穿刺の有用性 

について～」 

平成28年9月23日 

雲南市立病院 

内科 医長 太田 龍一 先生 

「多職種連携勉強会」 

平成28年10月20日 

名古屋大学 

総合診療部 教授 伴 信太郎 先生 

「MUSとはなにか？-そのアプローチを含めて-」 

平成28年11月5日 

飯塚病院 総合診療科 先生方 

「T&A動きながら考える救急初療in橋本市民病院」 

平成29年1月19日 

天理よろづ相談所病院 総合内科 長野 広之 先生 

「非専門医でもわかる膠原病のコツ」 

平成29年3月12日 

社会医療法人財団互恵会 大船中央病院 

院長 須藤 博 先生 

湯カンファ2017in和歌山 

「ケースカンファレンス及び講演会」 
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橋本市民病院ジェネラリスト勉強会 

（H29年度） 

平成29年6月1日 

飯塚病院 緩和ケア科 岡村 知直 先生 

「プライマリケアで考える事前指示書 

（Advance Care Planning）」 

平成29年8月23日 

南奈良医療センター 総合内科 天野 雅之 先生 

「家で転ばないように私達ができること 

～在宅訪問診療患者の転倒に対するアプローチ～」 

平成29年10月3日 

湘南鎌倉総合病院  

医学教育専任医師 ジョエル・ブランチ 先生 

「英国式ケースカンファレンス＆レクチャー」 

平成29年10月27日 

練馬が丘病院  

総合診療科/救急集中治療科 小坂 鎮太郎 先生 
「若手のためのQI活動」及び「EBN：栄養のエビデンス」 

平成29年12月21日 

東京大学大学院医学系研究科 

医学教育国際研究センター 林 幹雄 先生 
「カリキュラム評価～橋本市民病院の研修プログラムを評価する～」 

平成30年2月24日 

京都大学医学部附属病院  

総合臨床教育・研修センター 特定助教 山本 舜悟 先生 

「一歩先行く肺炎治療」 

平成30年3月10日－11日 

飯塚病院 総合診療科 診療部長 清田 雅智 先生 
湯カンファ2018in和歌山「ケースカンファレンス及び講演会」 

橋本市民病院ジェネラリスト勉強会 

（H30年度） 

平成30年6月14日 

飯塚病院 緩和ケア科 岡村 知直 先生 
「終末期とは何か?」～地域で考える高齢化社会に出来ること～ 

平成30年8月8日 

南奈良総合医療センター 総合内科 天野 雅之 先生 

「若手在宅医が教える！在宅で使える小技集」 

平成30年12月8日 

聖路加国際大学 教授 Gautam Deshpande 先生 

「ハワイ式ケースカンファレンス＆レクチャー」 

平成31年1月31日 

 紀の川病院 医局長 橋本忠浩 先生 

「プライマリ・ケア医にも必要な精神疾患の知識」 

 ～向精神薬から精神疾患を眺めてみた！～ 

平成31年3月9日－10日 

飯塚病院 総合診療科 診療部長 清田 雅智 先生 
湯カンファ2019in和歌山「ケースカンファレンス及び講演会」 

 

 

 

橋本市民病院ジェネラリスト勉強会 

（R1年度） 

 

 

 

令和1年6月28日 

野迫川村国民健康保険診療所 所長 天野 雅之 先生 

「病院対抗！総合内科的ケースカンファレンス」 

令和1年7月29日 

 天理よろづ相談所病院 

 総合診療教育部・感染症管理ｾﾝﾀｰ 医員 佐田竜一先生 

「高齢者におけるリウマチ疾患診療」 

 ～リウマチ性多発筋痛症を中心に～ 
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橋本市民病院ジェネラリスト勉強会 

（R1年度） 

 

 

 

 

令和1年9月6日 

東京ベイ・浦安市川医療センター 

腎臓・内分泌・糖尿病内科 坂井正弘先生 

「型」が身につくCKD管理 

～透析導入させないためにﾌﾟﾗｲﾏﾘ・ｹｱでできること～ 

令和1年9月8日 

飯塚病院 

総合内科 工藤仁隆先生・薮内俊宜先生 

救急科  片桐 欧先生 

Ｔ＆Ａ 動きながら考える救急初療 

令和1年12月14日 

聖路加国際大学 教授 Gautam Deshpande 先生 

ハワイ式ケースカンファレンス＆レクチャー 

令和2年2月6日 

和歌山県立医科大学 

血液内科学講座 助教 蒸野寿紀 先生 

「高齢者診療における血液疾患診療」 

橋本市民病院ジェネラリスト勉強会 

（R２年度） 

令和2年６月１３日 

豊田地域医療センター 大杉 泰弘 先生 

「プライマリ・ケアのお金の話」 

令和2年7月17日 

野迫川村国民健康保険診療所 所長 天野 雅之 先生 

「病院対抗！総合内科的ケースカンファレンス」 

令和2年８月８日～９日 

東京ほくと医療生活協同組合生協浮間診療所 

所長 藤沼康樹先生 

「複雑さに負けないプライマリ・ケア」 

令和2年10月3日 

医療法人みなとクリニック 副院長 岡村知直先生 

「緩和とコミュニケーション」 

令和2年11月7日 

淀川キリスト教病院 医長 柴田綾子先生 

「女性のミカタ」 

令和3年3月13日 

湯カンファ2021特別編 

６講演６講師 

橋本市民病院ジェネラリスト勉強会 

（R３年度） 

令和３年５月８日 

医療法人みなとクリニック 副院長 岡村知直先生 

「困ったさんとのコミュニケーション 

   ～ボーダーラインパーソナリティ入門～」 

令和３年６月２５日 

 南奈良総合医療センター 

 総合診療科 天野 雅之 先生 

「総合内科的ケースカンファレンス」 

令和３年7月３日 

 天理よろづ相談所病院 

 総合診療教育部・感染症管理ｾﾝﾀｰ 医員 佐田竜一先生 

「プライマリ・ケア医必見 ～関節診療を極める～」 

令和３年８月８日 

 医療社団法人 悠翔会 理事長 佐々木 淳 先生 

 「プライマリ・ケア医必見 在宅医療を知る」 
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令和３年９月４日 

 東京ベイ・浦安市川医療センター 

 腎臓・内分泌・糖尿病内科 医長 坂井 正弘 先生 

「臨床倫理」 

橋本市民病院ジェネラリスト勉強会 

（R４年度） 

令和４年６月１１日 

国吉・長谷毛原診療所 所長 多田 明良 先生 

 「知っておくと便利 外来で使えるPOCUS」 

令和４年７月２３日 

和歌山県立医科大学附属病院紀北分院  

分院長 廣西 昌也 先生  「パーキンソン病 各論」 

令和４年１１月１２日 

医療法人みなとクリニック 院長 田中 崇洋 先生 

午前：「大都会におけるプライマリケアの実際」 

午後：「継承から始めるクリニック経営の現状」 

令和４年１２月１７日 

高野町立高野山総合診療所 院長 田中 瑛一朗 先生 

 「コロナ禍における喘息／ＣＯＰＤ診療」 

令和５年１月２１日 

医療法人徳洲会病院 名瀬徳洲会病院 

内科部長／総合診療研修センター長 平島 修 先生 

 「めまい（BPPV）のフィジカル」 
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病院見学 

 

 

 

 

 

 

 

病院見学 
平日9時00分～17時 

※短縮病院見学も可能です。 

申込方法 

メール：shomu@city.hashimoto.lg.jp 

※大学名、学年、氏名、希望日を記載しメール

にて申込み下さい。 

アクセス 

9時～10時 　事務局から研修の説明と病院全体見学

　終わり次第担当医師と合流

10時～12時 　臨床研修センター担当医師からプログラムの説明

　総合内科で業務見学

12時～13時 　昼ごはん

　研修医と談話

13時～17時 　救急科　業務見学（希望診療科）

17時～17時 　病院見学終了　アンケート記載後帰宅

　　【タイムスケジュール】

mailto:shomu@city.hashimoto.lg.jp

